
4令不ロ 年度

地球温暖化対策計画・実施状況報告

1 地球温暖化対策事業者の概要
(1)事業者の類別

(2)地球温暖化対策事業者

類別 (類別の説明)
Itt A事業所のみを有する特定事業者
Ⅱ類 B事業所を有する特定事業者 (Ⅲ類の事業者を除く)
Ⅲ類 C事業所を有する特定事業者
Ⅳ類 任意事業者

I類

事 業 者 名 埼玉縣信用金庫

所 在 地 埼玉県熊谷市久下4-141

事 業 者 番 号 2029

燃 料 等 使 用 量 の

原 油 換 算 の 合 計 量
( 前  年  度  )

2,056 kL/年

大 規 模 小 売 店 舗 面 積
(単 独 で 1,500Kし 未 満 で 延 床
面 フF110,000m2以 上 の 事 業 所 )

m

産
(

業
中
分
分
類
類
名
)

63協同組織金融業

分
(

類 番 号
)中 分 類

63

事業活動の

概   要

事 業 内 容

事業内容 :協同組織金融業
預積金 31,124億円、貸出金 18,194億円
店舗数96店舗、ローンセンター 10ヵ 所

(令和4年 3月 31日 現在 )

区 分 その他

月町

年
度

資 本 金 百万円

従 業 員 数 1,596 人

商 標 又 は 商 号
(連 鎖 化 事 業 者 の み )

地球温暖化対策計画 ,実施状況報告 (事業者用 ) 事業者 (1)

日本産業規格A列 4番



(3)県内に設置している事業所

(自 動転記)

(4)公表方法

(5)公表の担当部署

※ 事業者のア ドレスとする(個人が特定できるア ドレスは記入しないこと)

事業所
種別

事業所
番号

事 業 所 名
前年度の原油換算
エネルギー使用量
(kL)

A、 Bテナント等事業所

A 202900 埼玉縣信用金庫本部 2,056

B、 C事業所

合  計 2,056

O インターネット利用による公表 ア  ド レ ス https://恥v、v.saishin.co.jp

事業所での備え置き
(複数可。書ききれない場合
は別様としてください)

閲 覧 場 所 1

所 在 地 1

閲 覧 可 能
時  間  1

閲 覧 場 所 2

所 在 地 2

閲 覧 可 能
日寺   Fロロ   2

その他

名 称
(複数可)

連 絡 先

電話番号 E mailア ドレス※

1 総合企画部 048-526-1111 kakikakug@saishin,cO.jp

2

3

地球温暖化対策計画・実施状況報告 (事業者用 ) 事業者 (2)

日本産業規格A列 4番



2 地球温暖化対策推進における事業者の基本方針
丹可 イこ る 」による

3 地球温暖化対策における事業者の推進体制
」による

4 計画期間中における事業者の温室効果ガス排出量 (事業所合算)の推移
C02換算 (t C02)

5 各事業所の計画

別紙 事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告 のとおり

令和 2年度
(2020年度)

令和 3年度
(2021年度)

令和 4年度
(2022年度)

令和 5年度
(2023年度)

令和 6年度
(2024年度)

エネル ギー起源 C02 4,195 3,997

そ の 他 ガ ス

温 室 効 果 ガ ス の

合       計 4,195 8,997

地球温暖化対策計画・実施状況報告 (事業者用 ) 事業者 (3)

日本産業規格A列 4番



4

事業所の地球温暖化対策計画 。実施状況報告 (A、 Bテナント等事業所用 ) A事業所 (1)

事業者番号
|

2029 事業所番号 202900令和 年度

事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告

1 事業所の概要
(1)事業所種別
事業所種別

A… 原油換算エネルギー使用量が年間1,500kL未満の事業所 (合算)
A

(2)事業所及び事業内容

2 事業所の温室効果ガス排出量の削減目標
(1)第 3計画期間の削減目標

(2) 4 の削減目標

代 表 事 業 所 名 埼玉縣信用金庫本部
前年度にお
ける事業所数

85

代 表 事 業 所 所 在 地
市 区 町 村 熊谷市

字 ・ 地 番 ノ入下 4-141

当該事業 所 を含 む事 業 所 の名称
(※ Bテ ナン ト等の場合のみ記入 )

産 業 分 類 名 (中 分 類 ) 63協同組織金融業

分 類 番 号 (中 分 類 ) 63

事 業 活 動 の 概 要

事業内容 :共同組織金融業
預積金31,124億 円、貸出金18,194億円
店舗数96店舗、ローンセンター10ヵ 所

計 画 期 間 2 年 度 6 年 度

削
減
目
標

エネルギー起源C02

(必須)

基準 となる
排  出 量 4,417 t―C02

基準 となる
原  単  位 t―C02/■ド

平成31年度二酸化炭素排出量4,417 t C02に 対し5%以上削減しま
す

その他ガス

計 画 期 間 7 年 度 11 年 度

る
量
なと
出
準丞
排 t―C02

る
位
なと
単
準基
原

エネルギー起源C02

(必須)
削
減

目
標

その他ガス

日本産業規格A列 4番



番 号 事業所名 所 在 地

1 埼玉縣信用金庫本部 熊谷市久下4-141

2 その他は別紙にて提出

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

事業所 リス ト

ヤ｀ シ ー フ ァ て し足 り の ル

日本産業規格A列 4番



3 事業所の温室効果ガス排出量

(1) 油 エ ル ギ の

(2)計画期間の温室効果ガス排出量の推移
C02換算 (t―C02)

(3)計画期間の温室効果ガス排出量原単位の状況 (エネルギー起源C02)
C02換算 (t 標 )

計 画 期 間

令 和 2年 度
(2020年度 )

令 和 3年 度
(2021年度 )

令 和 4年 度
(2022年 度 )

令 和 5年 度
(2023年度 )

令 和 6年 度
(2024年 度 )

原油換算エネルギー

使用量 (kL)

2,158 2,056

計 画 期 間

令 和 2年 度
(2020年度 )

令 和 3年 度
(2021年度 )

令 和 4年 度
(2022年 度 )

令 和 5年 度
(2023年度 )

令 和 6年 度
(2024年 度 )

エ ネ ル ギ ー 起 源 C02 4,417

前 年 度 比 (%)

基準 とな る排 出量 に対す る
削  減  率  ( % )

4,195 3,997

-4.7

5.0 9.5

そ

の
他

ガ

ス

非 エ ネ ル ギ ー 起 源 C02

メ タ ン

酸 化 二 窒 素

ハイ ドロフルオ ロカー ボ ン

パ ー フ ル オ ロ カ ー ボ ン

六 ふ っ 化 い お う

ふ つ 化  窒  素

温 室 効 果 ガ ス の 合 計 4,195 3,997

計 画期 間

基 準
令 和 2年 度
(2020年度 )

令 和 3年 度
(2021年度 )

令 和 4年 度
(2022年度 )

令 和 5年 度
(2023年度 )

令 和 6年 度
(2024年 度 )

0,0460 0。 0446

-2,9

エネルギー起源C02排出量原単位

前 年 度 比 (%)

基準となる原単位に紺する削減率
(      %      )

活 動 規 模 の 指 標 単   位
延床面積 m

91,262.55 89,531.56

事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告 (A、 Bテナント等事業所用)

事業所番号 202900

A事業所 (2)

日本産業規格A列 4番



(4)エネルギー起源C02排出量の増減に影響を及ぼす要因の分析

令 和 2年 度
(2020年 度 )

熊谷本部の勘定系ホス トの移転及び店舗内店舗に伴 う店舗統廃合によるものです。

令 和 3年 度
(2021年 度 )

コロすワクチン職域接種の会場利用や地域の集団接種への会場貸出、新装開店した店舗
により電力使用量の一部が増加 したものの、店舗内店舗による店舗集約や店舗建替によ
る仮店舗への移転により大幅な減少もあつたことから、全体として電力使用量は前年度
に比べて減少しました。
また、七里支店店舗内店舗により、灯泊使用量が大幅に減った事によるものです。

令 和 4年 度
(2022年 度 )

令 和 5年 度
(2023年 度 )

令 和 6年 度
(2024年 度 )

事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告 (A、 Bテナント等事業所用)

事業所番号 202900

A事業所 (3)

日本産業規格A列 4番



4 温室効果ガスの排出の抑制等に関する措置の計画及び実施状況

No

対 策 の 区 分

対 策 概 要
実施
予定

年度

実施
した
年度

推計
削減量(t)

(1年度
当たり)

区分
番号

区 分 名 称

大 区 分 中  区   分

1 380700 照明設備
38_電気の動力・熟等
への変換の合理化に
関する措置

データサーバーの移設 R2 R2

2 130200
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和設備の

効率管理
効率的空調機の導入 (3店舗 ) R2 R2

3 130200
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和設備の

効率管理
効率的空調機の導入 (2店舗 ) R3 R3

4 130200
空気調不日設
備・換気設備

13_空気調和設備の

効率管理
効率的空調機の導入 (8店舗を予定) R4

5 130200
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和設備の

効率管理
効率的空調機の導入 (5店舗を予定) R5

6 130200
空気調和設
備・換気設備

13_空気調和設備の

効率管理
効率的空調機の導入 (5店舗を予定) R6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告 (B,C事業所用)

事業所番号 202900

A事業所 (4)

日本産業規格 A列 4番



5 事業者として実施した対策の内容及び対策実施状況に関する自己評価

(※希望者のみ記載)
A事業所

1.ク ーッレビ を て い

2.ノ ー残業デーを実施している
3.空調機の温度管理の徹底、照明消灯の管理、温水器の使用停止、エレベーターの利用制限、
時間外勤務の削減などの施策を実行するとともに月次による電気使用量の実績管理を行つて
いる
営業店の空調機を省エネタイプヘの切替えを行っている
5.サービス品、生活消耗品等の環境に配慮した商品をりようしている
個人住宅ローン、マイカーローン等の環境に配慮した商品を取り扱っている
7.エ コキャップ推進協会が提唱するエコキャップ運動を実施している
8,廃棄処分される卵の殻を使つて、加工されたプラスチックや紙を使い、エコ玉名刺、CD専用サービス
袋 (エコ玉使用)の取扱いをしている

事業所番号 202900

事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告 (A、 Bテナン ト等事業所用) A事業所 (5)

日本産業規格A列 4番



平成 20年 11月

環境 問題 に関す る行動計画

埼 玉 縣信 用 金 庫

1.環境問題に関す る認識
自然環境の維持および改善に努めることは、企業市民 としての社会的責任であ

り、環境への負荷の軽減に努力す ることは資源を消費する企業 としての責務であ

ると認識 している。

引続き、環境問題の重要性に対する認識 を共有 し、地球温暖化対策や循環型社

会の構築 (廃棄物対策)へ向けた取組みを行い、持続的発展が可能な地域社会の
実現に向けて努力す る。

2.具体的な行動計画
(1)資源の効率的利用
金融業は、業務の性格上、特に紙、電力を中心に資源を消費する業界である

ことから、省資源 。省エネルギー対策の推進に努める。紙資源については、例

えば、今後 もペーパー レス化等を進めることにより、その使用量の削減を図る。

電力についても省エネルギー化を図ることにより、同様にその使用量を削減 し、

C02の 排出削減に寄与するよう努力する。
(2)循環型社会の構築への取組み
環境への負荷の軽減を目指 し、 ジサイクルの推進に努める。

具体的には、紙資源については、例えば内部用の便箋、メモ用紙、名刺、コ

ピー用紙等に再生紙の利用を積極的に進めるとともに、使用済みの紙について

も、分別回収の実施 により紙資源再利用の一層の促進に寄与するよう努力す る。

また、その他廃棄物についても、例えば、引続き分別回収の徹底を図ること

により資源の再利用に努める。

(3)教育・啓発
環境問題に対す る認識の向上のための、金庫内教育に一層取組む。

(4)社会貢献活動
地域社会におけるr呆

~境
保全に対応する社会貢献活動に一層取組む とともに、

そのための組織的な支援体制の整備 を更に進める。

(5)お客様の環境意識の高ま りに対応 した業務展開
環境面に着 目した金融商品の開発 t提供等、お客様の環境意識の高ま りに対

応 した業務展開に努める。

(6)お客様への環境情報の提供
環境に関する情報 を企業間で仲介す ることにより、環境技術の実用化に資す

るよう努力する。

また、お客様へ環境問題に関する国内外の情報等を紹介することにより、お

客様の環境問題に対する認識の向上に資するよう努める。

以 上



≪推進・管理体制とその役割》 平成 25年 7月
部門等 責任者 役割等

最高責任者

専

務

理

事

O取決め事項について責任を持つ

O役職員に向けて、環境への取組みの必要性等を機

会あるごとに説く

○お客様 。地域に向けて、当金庫の環境への取組み

をアピール・宣伝する。

※当企庫が一丸となって環境問題に取組んでいくた

めには、最高責任者の役割が極めて重要である。

環
境
管
理
責
任
者

正

環境管理責任者

担

婆

理

事

○環境への取組みに関する責任者

O取決め事項や進捗状況等を理事会等へ報告する。

○役員と職員との間のつなぎ役を担う。

冨1

環境管理責任者 碧部 が役員 の

、 扇1菩Б

O削減計画の策定、推進 。管理体制の確立、運用管

理規程の制定などを推進していく役割を担 う。

O進捗状況の管理責任者であり、本部、各営業店に

対しての指南役でもある。

プロジェクトチーム、

委員会など

部長会議 ○削減計画の策定、推進・管理体制の確立、運用管

理規程の制定を行つていく際に、担当部門ととも

に検討していく。

温暖化対策推進者 総務部次長 〇温暖化対策の推進を行つていく

本
音Б

営
業
店

事
務
セ
ン
タ
|

等

本部・営業店の

推進責任者

各部室長、

営業店長

○削減等の取組みについての理解を深め、担茎部、

本支店内での推進責任者として、積極的に取組ん

でいく。

○毎月、又は定期的に進捗状況を管理する。

○進捗状況を見ながら担当部、本支店内の取組みを

推進していく。

○毎月の進捗状況を副環境管理責任者に報告する。

本部・営業店の

実施責任者

役席、

一般職

○推進責任者の補佐役

○毎日、毎月のチェック・管理

○日々の取組みを通じて改善点を見つける。

※実施責任者の役割については、最低限の人数で担

うことが合理的であるが、取組への参画意識を高め

るため多くの職員が何らかの役割を担 うことも考え

らオしる。



埼玉縣信用金庫 店舗名一覧表

NO 店番 店 舗 住所 備 考

1 76 玉 金 熊谷市久下4丁 目141

2 埼玉縣信用金庫 業務サポート部業務センター
さいたま市浦和区常盤5丁 目刊5-刊 5
浦和常盤ビル

3 1

埼土縣信用釜 l車 不盾冨菜部・上之更盾・栗谷ローンセン
ター 熊谷市本町刊丁目珂30-1

4 2 玉 さいたま市浦和区仲町2-4-刊
5 3 埼玉縣信用金庫 大宮支店 さいたま市大宮区仲町1丁 目63

6 4

埼土縣信用金庫 〕II越更后・

'II越

百更后・

'II越

ローンセン
ター 川越市脇田本町22-1

7 5 玉 用 父 秩父市本町3-4
8 6 本庄市中央 1丁 目1-5
9 7 埼玉縣信用金庫 行田支店 行田市行日5-13
10 3 埼玉縣信用金庫 羽生支店 羽生市中央2丁 目2-24
11 9 埼玉縣信用金庫 加須支店i花崎支店 加須市本町刊3-26

12 10
埼土縣信用全 l車 鴻果更暦・舟岳果山口更后・

鴻巣ローンセンター 鴻巣市本町4丁 目9-16
13 11 埼玉縣信用金庫 春日部支店 春日部市粕壁2丁 目8-1
14 12 埼 用 越谷市越ケ谷3丁 目5-1
15 13 II 川西日 桶川市寿2丁 目1-7
16 14 埼玉縣信用金庫 深谷支店 深谷市西島町2丁 目19-刊
17 15 埼玉縣信用金庫 寄居支店 大里郡寄居町大字寄居874-3

18 16
埼土縣 1言用全 l車 上尾更盾・原雨更層・

上尾ローンセンター 上尾市宮本町刊O-31
19 17 用 ロ 草加市高砂刊丁目7-1
20 18 支 さいたま市岩ホ1耳区本町2丁 目刊-35
21 19 埼玉縣信用金庫 北浦和支店 さいたま市浦和区北浦和刊T日 3-1
22 20 埼玉縣信用金庫 大宮西支店 さいたま市大宮区桜木町2丁 目369
23 21 埼玉縣信用金庫 北本支店・北本西日支店 北本市北本2T目 1
24 23 埼玉縣信用金庫 与野支店 さいたま市中央区本町西2丁目2-22
25 25 さいたま市南区南浦和2丁 目40-5
26 26 玉 代支 北葛飾郡杉戸町杉戸2丁 目刊5-21
27 27 埼玉縣信用金庫 蓮田支店 連田市東3丁 目2-20
28 23 埼玉縣信用金庫 大袋 ,越谷平方支店 越谷市大字袋山1217-5
29 29 埼玉縣信用金庫 八潮支店 八潮市中央1丁 目15-1刊
30 30 用 大 田 さいたま市見沼区大和田町二-1640
31 31 玉 原 熊谷市新堀723-1
32 32 埼玉縣信用金庫 白岡支店 南埼玉郡白岡町大字小久喜 1083-3
33 33 玉 用 久喜市久喜東1丁 目16-36
34 34 埼玉縣信用金庫 豊春支店 春日部市上蛭田533-1
35 35 始 用 吹上 鴻巣市吹上本町3T目 2-6
36 36 さいたま市大宮区三橋2丁 目546-2
37 38 埼玉縣信用金庫 大東支店 さいたま市緑区道祖±2丁 目刊2-28
38 40 埼玉縣信用金庫 片柳支店 さいたま市見沼区太字南中野464-6
39 41 埼玉縣信用金庫 宮原東支店 さいたま市北区宮原町1丁目723-1
40 43 埼玉縣信用金庫 宮原支店 さいたま市北区日進町3丁 目542-1
41 44 埼玉縣信用金庫 西堀支店 さいたま市桜区西堀6-7-52
42 45 川越市大字砂新田114-31
43 47 埼玉縣信用金庫 ふじみ野支店 富士見市心、じみ鰤西 1丁 目18-2
44 48 埼玉縣信用金庫 上尾西支店 上尾市浅間台2T目 4-2
45 49 埼玉縣信用金庫 大間木支店 さいたま市緑区東浦和9丁 目2-1
46 52 埼玉縣信用金庫 八潮南支店 八潮市大字大曽根863-2
47 53 玉 用 所沢市東所沢和田1丁 目3-6
48 54 F 坂戸市本町Ч-1
49 56 埼玉縣信用金庫 霞ヶ関支店 川越市霞ケ関東 1丁 目14-6
50 59 埼玉縣信用金庫 江南支店 熊谷市江南中央3丁 目8-9
51 61 埼玉縣信用金庫 東岩槻支店 さいたま市岩槻区東岩槻2丁 目5-4
52 62 埼玉縣信用金庫 東松山・高坂支店 東松山市松業町1丁 目5-2
53 66 ケ 耳ヒ支 鶴ヶ島市脚折町3丁 目22-2
54 67 埼玉縣信用金庫 東八潮支店 八潮市大字二丁目1065-1
55 73 埼玉縣信用金庫 大久保支店 さいたま市桜区大字上大久保284-7
56 74 埼玉縣信用金庫 東大宮支店 さいたま市見沼区東大宮4丁目59-3
57 75 埼玉縣信用金庫 幸手支店 幸手市東2丁 目22-1



埼玉縣信用金庫 店舗名一覧表

NO 店番 店 舗 住 所 備 考

58 81 埼玉縣信用金庫 西草加支店 草加市花栗4丁 目1-14
59 82 埼玉縣信用金庫 北草加支店 草加市八幡町757-1
60 85 埼玉縣信用金庫 伊奈支店 北足立郡伊奈町寿3丁 目272-1
61 89 埼玉縣信用金庫 春日部西日支店・春日部西ロローンセ】春日部市谷原2丁 目9-9
62 92 埼玉縣信用金庫 ′トサII支店 とと企君[′ Jヽ〕H田丁大字大塚34-10
63 93 埼玉縣信用金庫 越生支店 入間郡越生町大字越生387-9
64 94 埼玉縣信用金庫 毛呂山支店・長瀬支店 入間郡毛呂山町大字毛呂本郷刊576
65 95 埼玉縣信用金庫 狭山支店 狭山市中央4丁 目3-3
66 96 埼玉縣信用金庫 上福岡支店 心、じみ野市上福岡2丁 目3-3
67 97 埼玉縣信用金庫 嵐山支店 比企郡嵐山町大字菅谷427
68 98 埼玉縣信用金庫 新座支店 新座市東北2丁 目13-17
69 99 埼玉縣信用金庫 朝霞支店 朝霞市仲町1丁 目3-35
70 100 埼玉縣信用金庫 鶴瀬支店 富士見市鶴瀬東2丁 目15-17
71 101 埼玉縣信用金庫 鶴ヶ島支店 鶴ヶ島市大字上広谷40-刊 2
72 102 埼玉縣信用金庫 武蔵藤沢支店 入間市下藤沢1-15-10
73 107 埼玉縣信用金庫 三芳支店 入間郡三芳町大字藤久保275-18
74 108 埼玉縣信用金庫 サII越西支店 川花究市喜多町4-9
75 110 埼玉縣信用金庫 サII島支店 比企郡川島町大字上伊車1688-12
76 112 埼玉縣信用金庫 吉見支店 比企郡吉見町大字下細谷686-6
77 113 埼玉縣信用金庫 南古谷支店 川越市並木新町1-4
78 117 埼玉縣信用金庫 都幾川支店 比企郡ときがわ町大字桃木9-1
79 122 埼玉縣信用金庫 ,II口朝日支店 川口市朝日4-20-25
80 123 埼玉縣信用金庫 三郷支店 三郷市中央2-3-3
81 124 埼玉縣信用金庫 戸田支店 戸田市大字新曽812-3
82 浦和ローンセンター さいたま市浦和区東高砂町20-2
83 大宮ローンセンター さいたま市大宮区仲町1丁 目47大宮SGビル刊F

84 ふじみ野ローンセンター 富士見市ふじみ野西lT目 18-司 斉藤ビルlF
85 葛坂ローンセンター 東松山市大字高坂1207-2

合計




